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1. はじめに 
「アミノ酸」は，人の体を構成する基本的な物
質であると同時に，体内のあらゆる働きをサポー
トする，とても重要な成分である．中でも体内で
の働きにおける“マルチプレイヤー”として注目
されているのが，アミノ酸の一種「オルニチン」
である． オルニチンは，自然界では“シジミ”に
多く含まれる有用成分として知られている． シジ
ミを食べると調子が良いのは，オルニチンが働い
ているからである． 「アルギニン」「ギャバ」「グ
ルタミン」・・・など． これらの健康成分は，体
内での働きはそれぞれ違うが，すべて『アミノ酸』
に分類される成分． 一昔前のアミノ酸をまとめて
語られていた時からすると，今では個々の成分へ
の研究が著しく進み，その役割や利用者のニーズ
も多様化している． 「自分の健康に合わせて，必
要なアミノ酸をしっかり摂る」という点から，新
たに注目されそうな成分として『シトルリン』が
ある． 『シトルリン』と聞いてもほとんどの人が
知らないのではないだろうか？ 『シトルリン』は，
２００７年８月に厚生労働省が「食品」として取
り扱うことを認めた． 『シトルリン』は１９３０
年に西瓜の果汁から発見され，その学名である
「Citrullus vulgaris」から命名された． 『シト
ルリン』が最も多く含まれている植物はアフリカ
のカラハリ砂漠に自生する「野生西瓜」カラハリ
砂漠で暮らす狩猟牧畜民族サンの人々は，この野
生西瓜を飲み水や料理用の水，体を洗う洗浄水と
して用いている． 「西瓜の無い年には旅をしない」
と言い伝えられているほど，重要なライフライン
である． この野生西瓜が，砂漠という厳しい気候
条件の中で，生き抜くことができるのは，『シトル
リン』を大量に含んでいるからだといわれている． 
通常，植物は水がない状況で強い太陽の光にさら
されると，枯れてしまう． しかし，野生西瓜はみ
ずがなくなったときには葉の表面にある気孔を閉
じて水分の蒸発を防止する． 同時にシトルリンを
葉の部分で生成し，体内に蓄積させる． そうする
ことで自らの命を守ることができると言われてい
る． 『シトルリン』は過酷な環境を生き抜く野生
西瓜の生命力と深く関係している１）． 長年に亘り
一般科目化学教室でアミノ酸やペプチドの単離を
行ってきたので，今回は海藻のムカデノリの単離
について簡単に記述します．  
 
２. ムカデノリからの単離実験 
ムカデノリは福井県丹生郡越廼村居倉の海岸で
３月中に採集した． 湿潤状態で６㎏の藻体は風乾
図１ シトルリンペプチドのアミノ酸分析 
状態で１３６０ｇであった． これを２等分してそ
れぞれに水６ℓを加えて膨潤させてからメタノー
ル６ℓずつを加えデュプレックスで潰して３日間
室温で放置した． これにフィルタープレスなどを
用い濾過して濾液と洗液を合わせて１８ℓずつの
抽出液を得た． メタノール抽出液は Amberlite 
ＣＧ１２０（Ｈ＋）６×４２ｃｍカラム３本に分け
て流し，各カラムを水６ℓの水で洗ってから３Ｎ-
ＮＨ３ で溶出させた． 溶出液各１.５ℓを合わせて
減圧（エバポレター）でＮＨ３ を留去してアミノ
酸抽出の試料とした 2）． この試料の一部をアミノ
酸自動分析で測定（図１参照，ムカデノリより単
離されたウレイドアミノ酸ペプチド）すると通常
のアミノ酸の他に多数の未知物質の存在が確認で
きた． イオン交換クロマトグラフィーを繰り返し
て単離した．中酸性画分よりシトルリルーシトル
リン（収量 178mg(0.013%)），シトルリルーシトル
リルーシトルリン（収量 45mg(0.0033%)）を単離し
た． つづいて塩基性画分よりシトルリンアミド
（収量 14mg(0.001%)），シトルリルーアルギニン，
シトルリルーシトルリルーアルギニン（収量４.５
ｇ(0.32%))，シトルリルーオルニチルーアルギニ
ン(a)，オルニチルーシトルリルーアルギニン(b)
（(a)と(b)は混合物として収量 69mg(0.0051%)）お
よびシトルリルーシトルリルーシトルリルーアル
ギニン（収量 87mg(0.0064%)）を単離させた． 図
２にはエバポレーターで減圧濃縮し，ナス型フラ
スコに少量の水を加えて試料を小さいビーカーに
取り出し，減圧で濃縮した． デシケーターの下部
にはＮａＯＨで微量の塩酸を吸収させるために加
えてある． 通常の場合は濃硫酸を使用する．  
 
３. 構造決定 
単離したアミノ酸などは大阪大学理学部芝教室
に依頼し，構造決定等をお願いした． その構造は
ＮＭＲなどによって推定し，ペプチドの場合は部
分加水分解を行い生成物より推定し，シトルリン
からの合成品が天然物と完全に一致したので確定
することができた 3～4）．  
 
４. 考察 
人間の身体の約２０％はアミノ酸で，筋肉や内
臓，血管や皮膚，毛髪や関節組織など，人間の体
の約２０％はタンパク質でできている． そのタン
パク質を構成しているのがアミノ酸である． つま
り，体重５０㎏の人は，そのうちの約１０㎏がア
ミノ酸ということになる． アミノ酸には５００以
上の種類があるが，人間の体を構成するのは２０
種類． それらは体内で作ることができないため，
食事で摂る必要がある． 「必須アミノ酸（９種）」
と体内でほかのアミノ酸から作られる「非必須ア
ミノ酸（１１種）」に分かれる． このアミノ酸が
数十から千以上，複雑にくみ合わさったのがタン
パク質で，体の各部位を形成したり，生理作用を
営む際に使われたりしている． さらにこれとは別
に，遊離アミノ酸といって，タンパク質を構成せ
ず，単独で存在しながら体内で働くアミノ酸もあ
る． シトルリンやオルニチンはこの１種である． 
私が実験した陸上の植物には殆どシトルリンはふ
くまれていません． 海藻場合は殆どの海藻にシト
ルリンが多く含まれています． 特にムカデノリに
多数のシトルリンを含むことから，食事には是非
とも海藻を摂取するように心掛けて欲しい．  
 
５. おわりに 
最後にこの研究にご指導を頂いた松谷秀次郎教
授，大阪大学の芝哲夫教授と若宮建昭助教授並び
に構造決定に携わった中元秀剛，小林幸男氏に深
謝致します．  
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